
20  教 員 研 修 
 

(1) 特別支援教育新任担当教員研修会 

新任特別支援学級担任教員及び通級指導教室の新任担当教員に対して、専門職としての必

要な研修を行い教職員としての資質の向上を図った。 

第１回  ４月 19日（月） 総合教育センター 

第２回  以下のとおり  総合教育センター 

対象者 東北信 中南信 

小学校 知的障害特別支援学級担任 ５月 11日（火） ５月 20日（木） 

小学校 自閉症・情緒障害特別支援学級担任 ５月 13日（木） ５月 25日（火） 

中学校 知的障害特別支援学級担任 ５月 14日（金） ５月 27日（木） 

中学校 自閉症・情緒障害特別支援学級担任 ５月 18日（火） ５月 31日（月） 

 

(2) 新規採用養護教員研修 

新規採用養護教諭に対し、養護に関する専門職としての必要な研修を行い、教職員とし

ての資質の向上を図った。 
 

研 修 名 期       日 場     所 

春期研修 ４月３日（金） 総合教育センター 

教科等指導研修 
（義務）５月 11日（火） 

（高校）10月 21日（木） 

松本市立開智小学校 

諏訪実業高等学校 

夏期宿泊研修 ８月２日(月)～８月４日(水) 須坂青年の家 

夏期研修 ９月２日(木)～９月３日(金) 総合教育センター 

 

(3) 幼稚園等新規採用教員研修会 

公私立幼稚園及び特別支援学校幼稚部の新規採用教員の指導力の向上を図るため、幼稚

園教育の基礎、指導計画の作成と展開、指導の実際等について講義、演習等の方法により

研修を実施した。 
 

研 修 名 期      日 会      場 

春 期 研 修 ５月 21日(金)～５月 22日(土) 
白百合幼稚園 

松本合同庁舎 

夏期宿泊研修 ８月４日(水)～８月６日(金) 国立信州高遠青少年自然の家 

カウンセリング研修 11月 20日（土） 松本合同庁舎 

小学校体験研修 
東北信 10月 27日（水） 

中南信 10月 26日（火） 

幼年教育教育課程研究協議会  

会場校園 

冬 期 研 修 １月 21日（金） 県庁 



(4) 初任者研修 

   現職教員研修の一環として、初任者の実践的指導力と使命感を養うとともに、幅広い知

見を得させることを目的とし、小・中・高等学校・特別支援学校で実施した。 

 ア 研修内容 

・校内研修・・各自の在勤校・・・・・・・・・・年間 300時間 

   ・校外研修・・総合教育センター、教育事務所等・年間 25日程度 

・宿泊研修・・青少年自然の家、総合教育センター 

夏・冬の２回（2泊 3日、1泊 2日） 

  イ 対象規模 
 

 対象校 対象者 

小  学  校 47校 81人 

中  学  校 52校 76人 

高 等 学 校 38校 53人 

特別支援学校 10校 18人 

計 147校 228人 

 

(5) 10年経験者研修 

   教育公務員特例法の一部を改正する法律（平成 14 年法律第 63 号）の施行に伴い、在職

期間 10 年目を迎えた教諭に対して、個々の能力、適性等に応じた研修を実施し、教科指導、

生徒指導等に関する指導力の向上を図ることを目的として平成 15年度から実施している。 

  ア 対象者 

公立の小学校、中学校、高等学校、特別支援学校及び幼稚園(以下「公立学校」とい

う。)において、在職期間（一年以上連続した、休職、停職、在籍専従、育児休業及び療

養休暇等を除いて計算した期間をいう。）が 10年目に達した教諭。 

イ 内 容 
 

小・中・高 

特別支援学

校 

研 修 内 容 場     所 日   数 備考 

校外 

研修 

教科指導研修 

生徒指導研修 

社会体験研修 

地域研修  等 

総合教育センター 

体育センター 

地域の研修受入施設 

地域の教育施設 等 

年間 10日間 

 

校内研修 在勤校 年間 20 日間  

幼  稚  園 

研 修 内 容 場    所 日  数 備考 

園外 

研修 

保育研修 

生徒指導研修 

社会体験研修等 

総合教育センター 

体育センター 

地域の研修受入施設等 

年間４日間 

 

園内研修 在勤園 年間 10 日間  



  ウ 平成 22年度 10年経験者研修対象者数 

   （ ）数は対象者の内、猶予者数 
 

幼稚園 小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 計 

２人 

（０人） 

９４人 

（６０人） 

３６人 

（２１人） 

４１人 

（１２人） 

３１人 

（９人） 

２０２人 

（１０２人） 

 


